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後
の
増
産
を
叫
ば
れ
る
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
播
種
が
一

週
間
遅
れ
る
と
二
割
も
減
収
に
な
る
ら
し
い
。
し
た
が
っ

て
今
回
は
各
種
分
遣
当
番
を
外
し
、
食
糧
増
産
の
た
め
の

手
伝
い
休
暇
を
連
隊
で
最
高
の
十
日
間
を
与
え
る
」
と
の

命
を
戴
き
家
に
帰
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
秋
の
麦
の
播
種
を
済
ま
し
、
村
長
の
菊
池
美
代

七
氏
よ
り
感
謝
状
を
戴
き
ま
し
た
。
原
隊
復
帰
を
し
ま
し

た
が
、
私
も
初
め
て
親
の
喜
び
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
付
記
致
し
ま
す
。 

私 
 

の 
 

兵 
 

歴 

大
分
県 

 

広 

瀬 

成 

光 
 

 

  

私
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
七
月
一
日
、
大
分

県
大
野
郡
千
歳
村
倉
波
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
七
（
一

九
四
二
）
年
徴
兵
検
査
、
名
誉
の
甲
種
合
格
。
昭
和
十
八

年
四
月
十
日
、
大
分
の
歩
兵
第
四
十
七
連
隊
へ
現
役
兵
と

し
て
入
営
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
私
の
家
庭
は 

 
 

父 
 
 
 

 

健
在 

 

村
役
場
公
吏
兼
農
業 

 
 

母 
 
 
 

 

健
在 

 

農
業 

 
 

長
女 

 
 

 

健
在 

 

家
事
手
伝
い 

 
 

長
男
（
本
人
）
健
在 

 

農
業 

 

以
下
五
男
三
女
の
大
家
族
で
、
子
供
は
十
人
で
し
た
。

昭
和
十
二
年
、
厚
生
大
臣
よ
り
「
子
宝
部
隊
」
と
し
て
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。 

 

農
業
の
規
模
は 

 
 

水
田 

一
町
歩
．
畑 

三
反
歩
．
山
林 

六
反
歩
． 

そ
れ
に
養
蚕
と
大
忙
し
で
、
元
気
者
揃
い
の
家
庭
で
し
た
。 
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昭
和
十
八
年
四
月
十
日
の
第
四
十
七
連
隊
入
営
は
、
第

九
中
隊
第
三
班
の
軽
機
関
銃
班
で
し
た
。 

 
六
月
の
中
旬
、
宮
崎
県
の
都
城
の
西
部
第
十
七
部
隊
へ

移
る
。
九
月
の
終
わ
り
頃
一
期
の
検
閲
で
し
た
。
や
っ
と

ど
う
に
か
兵
隊
ら
し
く
成
長
し
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

下
士
官
候
補
者
の
試
験
に
合
格
。
西
部
軍
教
育
隊
へ
入

隊
。
下
士
官
候
補
者
と
し
て
、
物
凄
い
猛
訓
練
を
受
け
ま

し
た
。
私
独
り
で
あ
っ
た
な
ら
余
り
の
厳
し
さ
に
落
伍
敗

退
し
た
で
し
ょ
う
が
、
沢
山
の
同
年
兵
が
お
互
い
に
励
ま

し
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
、
何
く
そ
っ
の
闘
魂
を
燃
や
し
て

頑
張
り
合
い
耐
え
抜
き
ま
し
た
。
訓
練
の
外
に
平
手
打
ち

の
ビ
ン
タ
を
受
け
た
回
数
も
、
も
う
目
茶
苦
茶
に
多
く
て
、

い
か
な
る
目
的
で
ビ
ン
タ
を
と
る
の
か
意
味
不
明
で
し
た
。

ま
た
あ
ま
り
の
苦
し
さ
の
た
め
疲
労
昏
睡
し
て
、
入
院
の

末
死
亡
し
た
不
運
な
戦
友
も
数
人
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
地

獄
そ
の
も
の
で
し
た
。 

 

こ
の
非
常
な
試
練
を
克
服
し
た
経
験
は
現
在
八
十
二
歳

と
老
齢
化
し
た
私
の
人
生
航
路
に
お
け
る
最
高
最
善
の
収

穫
で
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。
現
在
の
若
い
世
代
の
人
、

昔
の
あ
の
「
人
の
嫌
が
る
軍
隊
生
活
」
の
体
験
の
な
い
若

い
人
達
に
諺
に
い
う
「
艱
難

か
ん
な
ん

汝
を
玉
に
す
る
」
を
よ
く
よ

く
噛
み
締
め
て
考
え
て
貰
い
た
い
と
切
望
し
ま
す
。
教
育

隊
の
所
在
地
は
熊
本
黒
石
原
で
し
た
。 

  

昭
和
十
九
年
三
月
、
教
育
隊
を
卒
業
、
原
隊
復
帰
で
都

城
へ
帰
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
二
月
、
伍
長
に
任
官
、
新
兵
教
育
に
携
わ

る
。 

 

昭
和
二
十
年
三
月
、
鹿
児
島
県
指
宿
郡
エ
イ
ソ
ン
村
へ

移
動
。
水
際
陣
地
構
築
に
従
事
（
戦
車
壕
を
掘
る
等
）
し

ま
し
た
。 

 

当
時
新
し
く
入
隊
し
て
来
る
兵
の
体
力
が
低
く
て
、
訓

練
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
達
を
集
め
て
、
新
し
く
保
育
隊
を

結
成
し
て
教
育
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
も
班
長
の
一
員
と

し
て
弱
兵
の
体
力
向
上
に
参
加
し
ま
し
た
。
新
兵
は
約
百

人
い
た
と
思
う
。
何
の
こ
と
は
な
い
第
二
乙
は
第
一
乙
に
、

第
一
乙
は
甲
に
な
り
上
が
る
よ
う
に
鍛
え
る
の
で
あ
っ
た
。 
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戦
局
も
昭
和
二
十
年
に
入
る
と
制
空
権
を
奪
わ
れ
て
、

米
空
軍
の
戦
闘
機
が
よ
く
来
襲
し
て
来
た
。
上
空
よ
り
の

機
銃
掃
射
で
あ
る
。
初
め
の
間
は
我
々
日
本
軍
も
対
応
し

て
、
三
八
式
歩
兵
銃
や
軽
機
で
対
空
射
撃
を
す
る
が
、
敵

機
が
高
速
で
通
過
す
る
た
め
、
有
効
な
射
撃
が
で
き
な
い
。 

 

三
月
の
末
頃
か
？ 

鹿
児
島
県
内
の
エ
イ
ソ
ン
村
で
の

こ
と
。
昼
間
、
畑
で
農
婦
が
馬
を
使
っ
て
畑
を
耕
し
て
い

た
。
そ
こ
へ
米
機
の
来
襲
で
あ
る
。
我
々
部
隊
員
多
勢
の

目
前
で
、
残
酷
に
も
農
婦
も
馬
も
一
緒
に
飛
行
機
の
機
銃

の
犠
牲
と
な
っ
て
殺
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
我
々
の
憤
懣
や

る
方
な
い
気
持
ち
は
、
ど
う
表
現
し
た
ら
よ
い
か
？ 

こ

の
カ
タ
キ
は
必
ず
討
っ
て
や
る
。
人
も
馬
も
安
ら
か
に
成

仏
せ
よ
と
祈
っ
た
。 

 

し
か
し
何
の
術
も
無
く
、
無
念
に
も
終
戦
を
む
か
え
て
、

武
装
解
除
さ
れ
、
あ
の
時
の
人
馬
に
対
す
る
誓
約
も
無
と

な
っ
た
。
あ
あ
、
情
け
な
い
！ 

  

さ
て
、
終
戦
で
あ
る
。
上
も
下
も
、
部
隊
長
も
一
兵
卒

も
自
失
茫
然
と
し
て
虚
脱
状
態
。
や
が
て
そ
の
内
、
よ
う

や
く
秩
序
と
軍
紀
を
取
り
戻
し
、
整
然
と
し
た
皇
軍
に
戻

り
、
順
次
解
隊
、
満
期
、
復
員
へ
と
流
れ
始
め
、
わ
が
部

隊
も
八
月
の
末
に
は
解
消
し
た
。 

 

私
は
一
足
二
足
お
く
れ
て
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
に
よ

う
や
く
復
員
し
た
。
理
由
は
軍
需
品
（
ア
メ
リ
カ
軍
へ
引

き
渡
す
べ
く
指
示
さ
れ
て
い
た
）
を
監
視
す
る
隊
と
な
り
、

業
務
を
続
行
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
被
服
、
兵
器
、
食

糧
等
の
軍
需
品
で
あ
る
。 

 

復
員
し
て
帰
郷
、
家
へ
戻
る
と
、
父
母
を
は
じ
め
兄
弟

姉
妹
皆
で
喜
ん
で
く
れ
て
、
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。 

 

家
業
は
農
業
で
あ
る
か
ら
、
自
然
と
ス
ム
ー
ズ
に
農
業

の
後
継
者
と
な
り
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
、
結
婚
。
女
男

女
男
と
四
児
に
恵
ま
れ
、
孫
の
数
も
十
人
と
多
い
。
妻
も

達
者
で
家
族
一
同
仲
良
く
平
和
を
楽
し
ん
で
い
る
。
有
難

い
こ
と
と
感
謝
の
毎
日
で
あ
る
。 

  

復
員
帰
郷
後
の
経
歴
の
概
要
は 

 
 

村
議
会
議
員 

六
期 
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農
業
委
員
、
農
協
の
役
員 

 
 

老
人
会 

会
長 

 
 

神
社
、
お
寺
の
総
代 

等
一
通
り
お
つ
と
め
を
終
わ
り
、
今
は
無
役
。
世
代
交
代

し
て
、
老
い
て
は
子
に
従
え
と
。 

 

知
ら
れ
ざ
る 

 
 

陸
軍
の
秘
密
水
上
特
攻
艇 

福
岡
県 

 

角 

谷 

数 

茂 
 

 

  

大
東
亜
戦
争
の
開
戦
間
も
な
い
、
翌
昭
和
十
七
（
一
九

四
二
）
年
四
月
、
豊
津
中
学
校
に
入
学
し
た
。
こ
の
入
学

当
時
は
ま
だ
戦
勝
ブ
ー
ム
の
最
中
で
あ
っ
た
が
、
二
年
生
、

三
年
生
に
な
る
と
様
相
が
変
わ
っ
て
き
た
。
あ
の
頃
の
年

代
の
人
々
が
経
験
し
た
学
徒
勤
労
動
員
で
、
農
作
業
や
基

地
築
城
、
曽
根
飛
行
場
（
現
在
の
北
九
州
空
港
、
新
北
九

州
空
港
開
港
後
閉
鎖
）
の
建
設
に
汗
を
流
し
た
も
の
で
あ

る
。 

 

そ
れ
か
ら
私
は
旧
国
鉄
の
小
倉
工
場
の
工
機
部
旋
盤
の

職
場
に
配
属
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
国
が
公
募
し
て
い
た

「
陸
軍
船
舶
特
別
幹
部
候
補
生
」
を
受
験
し
た
。 

 

最
年
少
の
志
願
兵
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
純
粋
に
国
の
た

め
に
と
応
募
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
合
格
、
中
学
三

年
生
、
十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
寒
風
と
共
に




